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　8月7日（日）鏡石駅前広場で2011かがみいしふるさと祭りが行われ、
約５千人が夏祭りを楽しみました。
　当日は、日中は気温30度を超える真夏日となりましたが、様々なイベ
ントに参加した皆さんは、夏の一日を目いっぱい楽しんでいました。夕
方からは、鏡石駅前盆踊り保存会による盆踊りが行われました。また、
町に避難してきた浪江町の皆さんによる名物浪江焼きそばの無料配布に
も多くの人が列を作りました。
　沈みがちな雰囲気を吹き飛ばす、元気いっぱいのお祭りとなりました。

　８月20日（土）・21日(日）の２日間、鳥見山陸上競技場などで、小
学生のべ30チームが参加し、第22回牧場の朝サッカー交流大会が開
催されました。大会はあいにくの雨天となりましたが、子供たちの
一生懸命なプレーで、会場は熱気に包まれました。
【鏡石チーム戦績】　小学生６年生以下　「ホワイトチーム」　Ａブロ
ック準優勝、「イエローチーム」　Ｂブロック４位
小学生４年生以下　３位、６年生以下　フットサル　準優勝
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月・水・金曜日の午前10時から午後４時まで町保健センターで開いています。つどいの広場は
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燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください。総合相談室開設 ごみは分別を 

　第54回小学生・中学生全国空手道選手権大会に出場する
遠藤静哉くん（鏡中３年）、遠藤崚磨くん（一小６年）と、ま
た、第43回東北中学校水泳競技大会に出場する本間丈司く
ん（郡山七中・鏡沼在住）が、町長へ福島県代表とし活躍して
くると決意を語りました。
　遠藤くん兄弟は、今年で３年連続兄弟で全国大会へ出場し
ており、全国でも注目を集めています。
　７月に行われた福島県中学校体育大会男子水泳競技で、標
準記録を突破し東北大会出場を決めた本間君は、毎日８～10
㎞も練習するそうです。
　鏡石町から東北、全国で活躍する選手たち、今後も目が離
せません。

　終戦の日の８月15日（月）正午に、
鏡石町立第一小学校敷地内にある忠霊
塔で平成23年鏡石町戦没者慰霊祭が
行われました。
　当日は、町遺族会のみなさん、町長
ら町３役、町議会議員ら約30名が正
午のサイレンに合わせて町戦没者194
名へ黙祷をささげた後、焼香を行いま
した。
　今年は、震災で忠霊塔が損壊した中
での慰霊祭となりました。慰霊祭にあ
たり、町遺族会副会長の君島喜智男氏
より、「戦後66年が経ち、国民のたゆ
まぬ努力によりわが国の平和と繁栄が
築き上げられましたが、苦難に満ちた
往時をしのぶとき、感慨は尽きませ
ん。御霊の安らかなご冥福をお祈りし
ます」と挨拶されました。

▲牛の着ぐるみも飛び入りの盆踊り

▲目指せ！未来のサッカー日本代表

▲ちびっこYOSAKOIは、夏の太陽に負けない熱い踊りを披露

▲アイス早食い競争、冷たいアイスに頭がキーン（涙）

▲太麺が特徴の浪江焼きそば、作ってくださった皆さんに感謝

▲「そーれ」空高く舞い上がったスリッパ、だれが一番飛んだかな

◀「県代表とし
て優勝めざし全
力で頑張りま
す」（静哉くん写
真左）「練習の成
果を出して精一
杯頑張ってきま
す」（崚磨くん写
真右）

▶「決勝に残れ
るよう全力で泳
いできます」バ
タフライ100ｍ
など４種目で東
北大会へ出場す
る本間くん

▲現在の平和な日本の礎となった御霊に感謝
　の祈りを捧げました　

▲幼稚園のお友達へ手作りのポーチと髪留めをプレゼント ▲お姉さん保育士さんは子供たちに大人気

▲共生かがみで活動する添田結也くん（岩農２年）
　は小学生の時から毎年参加しているそうです

▲鏡石ホームでは車いすに体験搭乗、介護
　される側の気持ちを学びました

▲一人暮らし高齢者の訪問では、おばあちゃ
　んとたくさんお話してきました

▲ボランティア終了後には、事後研修が行われ、
　活動を終えての充実感を話し合っていました

　町ボランティアセンターは、夏休みに合わせサマーショートボランティ
アスクールを実施しました。この事業には、昨年度より30名以上多い、
町内の小・中・高校生96人が参加して、鏡石ホームや保育所などでボラ
ンティア体験をしました。参加者はボランティアを通じて自分の考えで行
うことなどを学んでいました。
　また、受け入れた施設の側でも、子供たちの熱心な活動に助けられたと、
感謝の声が上がっていました。

＝サマーボランティア＝れかの役に立ちたいだ


